
サプライチェーン・サイバーセキュリティ・コンソーシアム 

人材教育・育成ＷＧの設置について 

 

 

１． 人材教育・育成ＷＧの設置について 

サプライチェーンにおけるサイバーセキュリティの強化のために産学官が連携して実

施すべき人材教育・育成に関する取組について検討・推進することを目的に、サプライチ

ェーン・サイバーセキュリティ・コンソーシアム規約第 14条第 5項及び第 15条第 1項に

基づき、人材教育・育成連携ＷＧを設置する。 

 

 

２． 同ＷＧにおける活動内容について 

本 WG はセキュリティ人材の教育・育成を推進する共に、社会でセキュリティ人材が活

躍できるための「持続するエコシステム」を産学官連携で構築することを目的とする。 

  まずは、昨年まで産学官連携 WG にて検討を進めた「共通語彙としてのビルディングブ

ロック」を用い、企業・業界のための職務記述作成ツールの構築等の検討を進める。状況

に応じて取組を拡大する。 

 

３． 同ＷＧにおける委員について 

本ＷＧの目的・活動内容に照らし、丹 康雄 北陸先端科学技術大学院大学 副学長 教授

をＷＧ座長とし、産業界・教育機関の関係者から議論の中心となる委員を選任するともに、

SC3メンバーから広く興味を持って参加しようとするメンバーで構成する。 

なお、前述のとおり本ＷＧを産業界と学術界の情報交換の場として活用する観点から、

拡大メンバー枠（ＷＧの傍聴・チャット発言・フィードバック可）を設け、WG座長の推薦

に基づき、しかるべき手続を持って参加可能とする。 

 

 

４． 同ＷＧの今後の検討スケジュール（案）について 

継続的にＷＧを開催し、必要に応じて運営委員会において座長よりその活動内容を報告

するものとする。 

 

 

以上 


